
盤
珪
禅
師
（
’
六
二
一
一
－
一
六
九
三
）
が
請
わ
れ
る
ま
ま
に
精
力
的
に
各
地
を
訪
問
し
て
講
話
し
た
の
は
、
十
七
世
紀
後
半
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
は
、
十
七
世
紀
前
半
と
は
様
相
が
一
変
す
る
。
藤
原
慢
窩
（
一
五
六
一
’
一
六
一
九
）
、
林
羅
山
（
一

五
八
三
’
一
六
五
七
）
、
中
江
藤
樹
（
一
六
○
八
’
’
六
四
八
）
の
世
代
。
こ
の
三
人
の
年
齢
差
は
ほ
ぼ
二
十
歳
。
藤
原
慢
窩
は
朝

鮮
役
の
捕
虜
で
あ
っ
た
姜
坑
に
で
あ
い
、
朱
子
学
に
開
眼
し
、
四
十
歳
の
時
に
儒
者
に
転
向
し
た
。
林
羅
山
、
堀
杏
庵
、
松
永

尺
五
、
那
波
活
所
な
ど
が
輩
出
す
る
。
中
江
藤
樹
は
常
師
を
も
た
な
い
ま
ま
に
儒
学
を
自
己
の
人
生
哲
学
と
し
て
生
き
た
。
こ

の
時
代
は
、
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
明
代
末
期
の
学
術
情
報
の
水
準
の
高
さ
と
視
野
の
広
さ
に
驚
嘆
し
て
、
そ
れ
を
吸
収
す
る
こ

と
に
躍
起
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
林
羅
山
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
紹
介
型
の
儒
学
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
中

江
藤
樹
は
朱
子
、
王
陽
明
の
心
性
論
に
不
満
を
覚
え
て
、
同
時
代
の
人
で
あ
り
、
明
朝
に
殉
じ
た
劉
念
台
（
’
五
七
八
’
一
六

四
五
）
と
基
調
を
同
じ
く
す
る
「
誠
意
説
」
を
創
設
し
た
。
紹
介
型
の
時
代
か
ら
独
創
型
の
時
代
に
転
換
す
る
、
そ
の
境
界
に

位
置
す
る
の
が
中
江
藤
樹
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
自
ら
の
生
活
哲
学
と
し
て
思
索
し
た
そ
の
成
果
で
あ
る
。

盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
が
投
げ
か
け
た
問
い

は
じ
め
に

吉
田
公
平
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勿
論
、
中
江
藤
樹
の
同
時
代
、
或
い
は
そ
の
後
に
な
っ
て
も
、
新
思
潮
に
飛
び
つ
く
新
し
が
り
屋
は
後
を
絶
た
な
い
。
彼
等

は
時
運
の
底
辺
を
構
成
す
る
。
儒
学
思
潮
が
普
及
す
る
う
え
で
は
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
す
の
だ
が
、
中
江
藤
樹
が
林
羅
山

を
酷
評
し
た
時
の
標
語
で
あ
る
「
鶏
鵡
」
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
時
は
こ
の
「
鶏
鵡
」
で
あ
る
こ
と
が
新
思
潮

者
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
紹
介
者
と
し
て
の
「
鶏
鵡
」
は
、
自
前
の
生
活
哲
学
と
し
て
思
索
を
凝
ら
し
た
り
は
し
な
い
。
独
創
性

の
乏
し
い
一
群
の
人
々
で
あ
る
と
一
捌
け
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
、
軽
視
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
状
況
が
一
変
し
た
時
に
は
、
誰
か

が
こ
の
「
鶏
鵡
」
の
役
割
を
果
た
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

国
内
戦
争
が
日
常
化
し
、
明
日
も
生
き
ら
れ
る
と
い
う
展
望
が
な
か
っ
た
戦
国
の
時
代
。
国
内
戦
争
が
終
息
し
て
明
日
も
生

き
ら
れ
る
と
い
う
希
望
を
懐
く
こ
と
が
で
き
た
時
代
。
徳
川
幕
府
の
誕
生
が
も
っ
た
歴
史
的
意
義
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
軍
治
か
ら
文
治
へ
。
戦
乱
か
ら
平
和
へ
。
こ
の
転
換
を
成
し
遂
げ
た
人
と
し
て
、
徳
川
家
康
に
対
し
て
、
称
賛
と
感
謝
の
言

葉
が
氾
濫
す
る
所
以
で
あ
る
。
気
運
漸
開
説
を
述
べ
た
貝
原
益
軒
（
一
六
三
○
’
一
七
一
四
）
が
そ
の
一
人
で
あ
る
が
、
中
江
藤

樹
の
ほ
ぼ
二
十
歳
後
輩
、
わ
が
盤
珪
禅
師
の
八
歳
後
輩
に
当
た
る
。
島
原
の
乱
（
一
六
一
一
一
七
’
一
六
一
一
一
八
）
が
決
着
し
て
、
幕
藩

体
制
が
整
備
さ
れ
た
後
は
、
も
は
や
戦
国
色
は
な
い
。
明
朝
と
の
貿
易
も
日
常
化
し
て
学
術
情
報
が
わ
ん
さ
と
入
る
。
情
報
媒

体
は
直
輸
入
の
漢
籍
で
あ
る
。
し
か
し
、
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
。
高
価
で
も
あ
る
。
漸
く
木
版
印
刷
が
普
及
し
て
き
た
の
で
、

唐
本
・
朝
鮮
渡
り
本
・
朝
鮮
本
を
祖
本
に
し
て
、
和
刻
本
が
出
回
る
。
も
は
や
紹
介
型
の
時
代
を
脱
皮
し
て
、
そ
の
哲
学
資
源

朱
子
の
一
大
学
章
句
」
が
い
う
「
明
徳
」
が
何
で
あ
る
か
を
岨
噸
し
よ
う
と
し
て
蹉
跣
し
た
の
が
、
盤
珪
禅
師
で
あ
っ
た
。

実
は
中
江
藤
樹
の
朱
子
学
ｌ
陽
明
学
ｌ
藤
樹
学
と
い
う
変
遷
、
或
い
は
思
想
形
成
も
ま
た
、
裏
返
し
て
云
え
ば
、
自
ら
が
自
前

で
咀
鴫
し
た
が
為
の
、
変
遷
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
中
江
藤
樹
は
時
代
を
先
取
り
し
て
い
た
と
い
え
る
。
盤
珪
禅
師
は

自
前
で
咀
囎
し
よ
う
と
し
た
が
た
め
に
蹉
跣
し
、
蹉
畉
し
な
が
ら
も
岨
畷
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
放
棄
し
な
か
っ
た
が
た
め
に
、

を
自
前
で
岨
噸
す
る
。
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仏
心
不
生
説
に
開
眼
し
た
。
そ
れ
は
盤
珪
禅
師
一
人
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
盤
珪
禅
師
が
仏
心
不
生
説
を
見
出
し
、
布
教
し

た
時
代
と
は
、
自
前
で
自
分
の
生
き
方
を
見
出
そ
う
と
し
た
人
々
が
登
場
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
勢
い
、
盤
珪
禅
師
の
提
唱
し

た
不
生
禅
は
直
接
に
盤
珪
禅
師
に
参
じ
た
同
調
者
の
世
界
を
越
え
て
、
反
響
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の

一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

九
）
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

中
江
藤
樹
は
一
鑑
草
』
の
序
文
の
冒
頭
で
「
明
徳
仏
性
」
論
を
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

情
（
っ
ら
つ
ら
）
世
間
の
福
ひ
を
恩
ひ
く
ら
ぶ
る
に
、
身
や
す
く
心
た
の
し
ぴ
、
子
孫
の
ざ
か
ふ
る
を
上
と
な
す
。
命
の

な
が
き
を
次
と
す
。
位
た
か
く
富
ろ
を
下
と
す
。
此
福
ひ
の
種
は
明
徳
仏
性
な
り
。
此
種
を
ま
き
て
此
福
ひ
を
造
る
田
地

は
人
倫
日
用
の
交
な
り
。
明
徳
仏
性
を
つ
ね
に
明
か
に
し
て
（
中
略
）
こ
つ
じ
き
非
人
に
至
る
ま
で
慈
悲
を
ほ
ど
こ
す
を

明
徳
仏
性
の
修
行
と
す
。
（
後
略
）

こ
の
「
明
徳
仏
性
」
は
本
論
冒
頭
の
総
論
で
は
「
本
心
」
と
言
い
直
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
抗
概
念
は
「
物
我
の
隔
心
」
で

あ
る
。
「
鑑
草
』
は
序
文
・
総
論
に
続
い
て
、
「
物
我
の
隔
心
」
か
ら
解
放
さ
れ
て
「
本
心
」
と
し
て
の
「
明
徳
仏
性
」
を
明
ら

か
に
し
た
人
々
が
幸
福
に
な
っ
た
事
例
を
数
多
く
掲
載
し
て
い
る
。
同
様
の
主
旨
は
「
与
牛
原
氏
老
母
」
（
露
樹
全
集
」
巻
十

平
生
之
御
心
優
々
と
ゆ
る
や
か
に
し
て
他
念
な
く
、
目
に
ふ
れ
耳
に
ふ
る
る
事
何
事
も
皆
慰
と
す
る
心
に
て
御
暮
候
事
、

第
一
之
心
持
に
て
候
。
吾
人
不
動
欲
。
不
滞
物
、
少
も
他
念
起
ら
ざ
る
時
、
如
何
に
も
快
よ
く
ゅ
う
ゆ
う
と
ゆ
た
か
に
有

も
の
に
て
候
。
是
即
明
徳
の
本
体
、
仏
法
に
所
謂
如
来
と
申
侯
は
此
心
に
て
御
坐
候
。
（
後
略
）

一
中
江
藤
樹
と
中
川
謙
叔
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中
江
藤
樹
の
「
明
徳
仏
性
」
説
が
開
示
し
た
の
は
婦
女
教
育
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
「
鑑
草
」
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
書
簡

の
宛
先
が
恐
ら
く
仏
教
の
信
心
が
深
い
牛
原
氏
老
母
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
て
、
中
江
藤
樹
が
便
法
と
し
て
「
明
徳

仏
性
」
説
を
説
い
た
の
だ
と
、
理
解
す
る
の
は
、
恐
ら
く
的
を
は
ず
れ
た
理
解
で
あ
ろ
う
。
中
江
藤
樹
自
身
は
そ
の
折
々
に
活

用
し
た
資
源
が
朱
子
学
・
陽
明
学
・
道
教
・
仏
教
で
あ
っ
た
り
し
た
。
そ
の
限
り
で
は
異
端
排
斥
の
言
動
を
し
て
い
た
り
す
る

が
、
中
江
藤
樹
が
頻
繁
に
「
本
心
」
を
連
発
し
て
い
る
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
根
本
的
に
は
心
学
で
あ
る
か
ら
し
て
、
と

こ
と
ん
「
心
学
」
を
つ
き
つ
め
て
い
く
と
、
宗
派
宗
門
を
超
越
す
る
こ
と
に
な
る
。
有
り
体
に
言
え
ば
、
自
力
に
よ
る
自
己
実

現
・
自
己
救
済
を
企
図
す
る
の
で
使
え
る
も
の
な
ら
ば
何
で
も
使
え
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
「
明
徳
仏
性
」
説
が
説

か
れ
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
。
「
明
徳
仏
性
」
説
は
一
時
の
便
法
な
の
で
は
な
く
し
て
、
「
心
学
」
と
し
て
自
然
に
湧
出
し
た

説
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
こ
つ
じ
き
非
人
に
至
る
ま
で
慈
悲
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
を
明
徳
仏
性
の
修
行
と
す
」
と
い
う
云
い
振
り

は
「
こ
つ
じ
き
非
人
」
を
慈
悲
の
対
象
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
を
示
す
が
、
「
明
徳
仏
性
」
を
「
こ
つ
じ
き
非
人
」
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

盤
珪
禅
師
と
中
江
藤
樹
が
面
晤
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
中
江
藤
樹
の
門
流
が
対
面
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の

リ
ー
ダ
ー
は
中
川
謙
叔
で
あ
る
。
盤
珪
禅
師
は
承
応
三
年
（
’
六
五
四
年
、
禅
師
三
十
三
歳
）
甲
午
の
年
の
冬
に
備
前
岡
山
を
巡

錫
し
三
友
寺
に
寄
遇
し
た
。
時
に
岡
山
藩
で
は
池
田
光
政
公
の
意
向
で
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九
’
一
六
九
一
）
及
び
中
川
謙
叔
な

ど
、
中
江
藤
樹
の
門
人
が
重
用
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
排
斥
の
論
調
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
盤
珪
禅
師
が
乗
込
ん
で
き
た
の

反
応
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

中
江
藤
樹
（
一
六
○
八
’
’
六
四
八
）
は
盤
珪
禅
師
（
’
六
一
一
一
一
’
’
六
九
一
一
一
）
よ
り
十
四
歳
年
長
で
あ
る
。
盤
珪
禅
師
が
不
生

禅
に
開
眼
し
た
時
に
は
、
中
江
藤
樹
は
既
に
他
界
し
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
間
に
影
響
関
係
は
な
い
。
盤
珪
禅
師
が
「
明
徳
」

理
解
に
難
渋
し
て
い
た
お
り
に
、
中
江
藤
樹
の
「
明
徳
仏
性
」
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
盤
珪
禅
師
は
い
か
な
る
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で
、
盤
珪
何
す
る
も
の
ぞ
と
勢
い
込
ん
で
論
争
を
仕
掛
け
て
き
た
。
論
争
す
る
こ
と
－
一
ヶ
月
、
中
川
謙
叔
グ
ル
ー
プ
は
完
壁
に

論
破
さ
れ
て
盤
珪
禅
師
に
帰
依
し
た
と
い
う
。

こ
の
時
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
「
盤
珪
禅
師
全
集
』
一
七
六
頁
「
盤
珪
和
尚
行
業
記
」
、
二
三
六
頁
「
大
法
正
眼
国
師
行
業
曲

記
」
、
三
○
五
頁
「
賛
語
」
に
記
載
が
あ
る
。
細
部
に
異
同
が
あ
る
が
趣
旨
は
変
わ
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
中
川
謙
叔
な
ど
が
な
ぜ
に
闇
雲
に
な
っ
て
仏
教
を
排
斥
し
よ
う
と
し
た
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
す
で
に
中
江
藤
樹

は
頑
な
に
仏
教
を
排
斥
す
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
中
川
謙
叔
ら
は
弁
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
江

藤
樹
の
心
学
は
盤
珪
禅
師
の
心
学
と
は
「
本
心
」
を
標
袴
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
根
底
を
等
し
く
す
る
。
そ
の
「
本
心
」
を

中
江
藤
樹
は
「
明
徳
仏
性
」
と
い
い
、
盤
珪
禅
師
は
「
不
生
仏
心
」
と
い
っ
た
。
「
明
徳
」
理
解
に
蹉
跣
し
た
盤
珪
禅
師
は
そ

の
中
身
を
「
不
生
仏
心
」
と
開
悟
し
た
の
で
あ
る
。
表
に
張
り
出
す
看
板
は
儒
教
と
仏
教
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
思
考

の
根
底
は
心
学
で
あ
り
、
根
底
の
心
学
に
即
し
て
、
と
り
あ
え
ず
盤
珪
禅
師
は
切
り
返
し
た
。
「
盤
珪
和
尚
行
業
記
」
は
「
彼

の
所
謂
性
命
良
知
の
説
を
折
衝
く
し
て
、
以
て
釈
氏
の
学
に
通
明
せ
し
め
、
縦
横
該
貫
、
千
江
は
一
源
に
し
て
奔
溢
鼓
蕩
し
、

こ
れ
を
ば
能
く
禦
ぐ
こ
と
莫
き
が
如
し
。
儒
士
悉
く
舌
を
結
び
て
退
縮
す
」
と
い
う
。
盤
珪
禅
師
側
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、
割

り
引
い
て
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
中
川
謙
叔
等
を
駆
り
立
て
た
動
機
、
論
争
経
過
の
詳
細
を
彼
等
自
身
は
残
し
て
は
い
な
い
。

盤
珪
禅
師
側
の
資
料
に
依
拠
し
て
論
争
が
当
初
か
ら
喧
嘩
腰
の
雰
囲
気
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
即
断
で
き
な
い
。
ま
た
一
方
的

に
盤
珪
禅
師
が
勝
利
し
た
と
い
う
訳
で
も
あ
る
ま
い
。
一
一
ヶ
月
間
と
い
う
の
は
心
学
を
再
確
認
す
る
の
に
必
要
な
時
間
だ
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
。
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雲
川
弘
毅
は
山
崎
闇
斎
の
門
人
。
楠
本
碩
水
編
「
日
本
道
学
淵
源
録
」
等
に
伝
記
資
料
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
簡
単
に
す
ぎ

て
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
「
心
学
辨
」
は
朱
子
学
こ
そ
が
真
の
心
学
で
あ
り
、
陽
明
学
は
陸
象
山
と
共
に
禅
学
に
汚
染
さ
れ
た

似
非
の
心
学
で
あ
る
と
激
し
く
批
判
し
た
書
物
で
あ
る
。
上
巻
は
和
漢
混
清
文
で
雲
川
弘
毅
の
陽
明
心
学
批
判
を
開
示
し
、
下

巻
は
漢
文
で
陸
象
山
・
楊
慈
湖
・
王
陽
明
・
王
龍
渓
の
要
語
を
配
列
し
て
逐
条
に
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
朱
子
学
者
の
陽
明

学
批
判
書
は
早
く
は
林
羅
山
に
『
陽
明
措
眉
』
七
巻
（
一
六
五
一
一
年
、
林
鴬
峯
序
）
が
あ
る
が
、
明
暦
三
年
の
所
謂
振
袖
火
事
で

焼
失
し
て
し
ま
い
、
伝
存
し
な
い
。
山
崎
闇
斎
学
派
の
陽
明
学
批
判
に
は
『
王
学
辨
集
」
が
あ
る
が
、
最
も
遅
く
執
筆
さ
れ
た

佐
藤
直
方
の
序
文
が
一
七
一
五
年
な
の
で
、
「
心
学
辨
』
は
『
王
学
辨
集
』
よ
り
三
十
年
前
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中

国
の
明
代
後
半
に
は
朱
子
学
者
た
ち
が
陽
明
学
批
判
書
を
相
次
い
で
出
版
し
た
。
雲
川
弘
毅
は
そ
の
内
、
羅
欽
順
の
『
困
知

記
」
、
祷
貞
白
の
『
求
是
編
」
、
陳
清
潤
の
「
学
蔀
通
辨
」
、
王
箕
の
「
朱
子
心
学
録
」
を
閲
覧
し
て
、
い
ず
れ
に
も
不
満
を
覚

え
て
、
「
心
学
辨
』
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
旗
幟
鮮
明
な
論
争
の
書
で
あ
る
。
雲
川
弘
毅
の
朱
子
学
理
解
、
陽
明
学
批
判
の

論
法
に
は
格
別
の
新
視
点
は
な
い
。
し
か
し
、
批
判
の
対
象
と
し
て
陸
象
山
・
楊
慈
湖
・
王
陽
明
・
王
龍
渓
を
選
ん
だ
こ
と
、

更
に
そ
こ
に
選
ば
れ
た
四
人
の
語
録
は
良
知
心
学
の
核
心
を
衝
く
も
の
で
あ
り
、
理
解
力
の
透
徹
し
た
人
で
あ
る
こ
と
が
、
歴

然
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
「
心
学
辨
」
を
際
だ
た
せ
て
い
る
の
は
、
盤
珪
禅
師
を
登
場
さ
せ
、
朱
子
学
・
陽
明
学
と

雲
川
弘
毅
は
「
、
・

し
て
い
る
。
因
み
』

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

は
「
心
学
辨
』
の
最
後
に
付
置
し
た
識
語
を
「
貞
享
二
年
三
月
朔
且
」
（
一
六
八
五
年
）
に
「
労
謙
斎
」
に
て
執
筆

因
み
に
盤
珪
禅
師
六
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
「
坂
口
勘
兵
衛
蔵
版
」
と
あ
る
が
、
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
刊
行
ざ

一
一
雲
川
弘
毅
の
『
心
学
辨
」
と
川
田
雄
琴
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鼎
立
さ
せ
て
、
論
評
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
上
巻
末
尾
に
記
さ
れ
た
三
者
鼎
立
の
歌
を
紹
介
す
る
。

禅
僧
。
善
も
い
や
、
悪
も
い
や
な
り
、
い
や
も
い
や
、
事
々
物
々
は
時
の
な
り
あ
ひ
。

王
学
。
善
も
い
や
、
悪
も
い
や
な
り
、
い
や
も
い
や
、
事
々
物
々
は
義
と
と
も
に
し
た
か
ふ
。

弘
毅
。
善
は
善
、
悪
は
悪
な
り
、
悪
は
い
や
、
事
々
物
々
も
義
と
と
も
に
し
た
か
ふ
。

善
悪
と
、
善
悪
の
ち
ま
た
、
ふ
み
ま
よ
ひ
、
鷲
の
山
河
に
入
そ
っ
た
な
き
。

善
な
れ
と
、
し
ゐ
た
る
善
は
、
善
な
ら
す
、
自
然
の
善
そ
、
真
の
善
な
り
。

右
の
歌
は
、
何
と
も
詞
ひ
な
ひ
た
れ
と
、
情
あ
ま
り
あ
り
。
学
者
是
を
三
復
せ
は
、
朱
王
禅
の
心
法
、
各
し
る
へ
し
。

禅
僧
と
は
盤
珪
禅
師
で
あ
る
。
雲
川
弘
毅
は
善
悪
と
い
う
社
会
倫
理
を
基
準
に
し
て
、
朱
王
禅
の
学
の
核
心
を
衝
い
て
、
こ

の
よ
う
な
歌
詞
を
考
案
し
た
。
本
人
が
「
ひ
な
ひ
た
れ
と
」
と
告
白
す
る
よ
う
に
道
学
歌
の
歌
詞
と
し
て
は
詠
い
に
く
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
三
学
の
特
徴
は
言
い
表
せ
て
い
る
と
思
う
。

こ
の
道
学
歌
が
一
部
の
人
士
の
関
心
を
惹
く
。
そ
の
一
人
が
梁
田
蜆
巌
で
あ
る
。
梁
田
蜆
巌
は
寛
文
二
年
（
一
六
七
二
年
）

一
月
二
十
四
日
に
江
戸
に
生
ま
れ
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
五
七
年
）
に
明
石
で
逝
去
し
た
。
享
年
八
十
六
歳
。
享
保
四
年
（
一
七

一
九
年
）
に
明
石
侯
松
平
直
常
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
明
石
に
移
住
し
、
こ
の
地
で
生
涯
を
終
え
た
。
川
田
雄
琴
（
一
六
八
四
’
’

七
六
○
）
の
最
初
の
師
匠
で
あ
り
、
蜆
巌
の
紹
介
で
三
輪
執
斎
（
’
六
六
○
’
’
七
四
四
）
に
入
門
し
、
そ
れ
が
縁
と
な
っ
て
川

田
雄
琴
は
大
洲
に
赴
い
た
。
門
戸
の
見
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
儒
者
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
、
隆
盛
を
極
め
た
服
部
南
郭
を
牽
引

車
と
す
る
譲
園
派
の
詩
風
に
同
調
せ
ず
に
独
自
の
詩
風
を
展
開
し
た
漢
詩
人
で
あ
る
。

梁
田
蜆
巌
が
七
十
歳
（
寛
保
元
年
、
’
七
四
一
年
）
の
お
り
、
川
田
雄
琴
に
宛
て
た
書
簡
が
あ
る
。
「
蜆
巌
答
問
書
』
巻
中
に

収
め
る
「
示
大
洲
川
田
生
」
で
あ
る
（
文
末
の
原
注
に
「
元
文
辛
酉
秋
八
月
」
と
あ
る
が
元
号
が
二
月
二
十
七
日
に
寛
保
に
変
更
に
な

っ
て
い
る
の
で
正
確
に
は
寛
保
元
年
で
あ
る
）
。
こ
の
年
は
盤
珪
禅
師
が
示
寂
し
て
か
ら
す
で
に
四
十
七
年
が
過
ぎ
て
い
る
。
盤
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珪
禅
師
は
大
洲
藩
藩
主
で
あ
る
加
藤
泰
興
の
懇
請
に
応
じ
て
大
洲
に
い
た
り
、
如
法
寺
を
開
山
し
て
開
祖
と
な
り
、
機
会
あ
る

毎
に
大
洲
に
足
を
運
ん
で
説
法
し
た
。
大
洲
は
盤
珪
禅
師
の
活
動
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

以
上
を
予
備
知
識
と
し
た
上
で
、
梁
田
蜆
巌
の
川
田
雄
琴
宛
の
書
簡
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
長
文
の
書
簡
な
が
ら
、
梁

田
蜆
巌
の
思
想
の
遍
歴
、
川
田
雄
琴
の
大
洲
に
お
け
る
儒
学
宣
布
の
苦
心
振
り
が
よ
く
見
え
て
、
興
味
深
い
も
の
な
の
で
、
適

宜
に
分
節
し
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
文
頭
省
略
）
貴
邑
は
盤
珪
大
徳
の
教
化
弘
ま
り
、
上
下
一
同
に
禅
機
甚
敷
候
ゆ
ゑ
、
只
一
通
り
の
儒
者
に
て
は
、
縦
ひ

有
徳
の
先
生
た
り
と
も
、
円
衲
方
鑿
な
か
な
か
う
け
が
ひ
申
者
あ
る
ま
じ
く
恩
召
候
。
然
る
所
往
年
拙
者
等
と
講
習
被
成

候
力
を
以
て
、
相
拒
む
事
無
之
、
漸
々
信
用
の
境
に
お
も
む
き
申
候
由
致
承
知
候
。
拙
者
等
と
講
習
の
力
と
仰
越
候
は
、

御
謙
退
の
御
詞
、
全
く
三
輪
氏
の
善
誘
に
て
、
王
学
御
修
錬
の
徳
と
存
候
。

盤
珪
禅
師
が
大
洲
に
招
か
れ
た
の
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
年
）
、
盤
珪
禅
師
三
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
如
法
寺
を
創
建
し
た

の
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
年
）
、
盤
珪
禅
師
四
十
九
歳
。
最
後
に
大
洲
を
訪
れ
た
の
は
元
禄
二
年
（
’
六
八
九
年
）
、
盤
珪
禅
師

六
十
八
歳
。
そ
の
三
年
後
に
示
寂
し
て
い
る
。
大
洲
に
お
け
る
教
化
の
浸
透
度
が
深
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
書
簡
は
雄
弁
に
証

言
す
る
。
川
田
雄
琴
は
梁
田
蜆
巌
に
学
恩
に
感
謝
す
る
内
容
の
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
の
書
簡
は
そ
れ
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
蜆
巌
は
む
し
ろ
三
輪
執
斎
の
元
で
陽
明
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
謙
遜
の
気
味
も

あ
ろ
う
が
、
事
実
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。
三
輪
執
斎
の
下
に
お
け
る
陽
明
学
修
錬
の
成
果
は
「
伝
習
録
筆
記
』
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
が
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
師
匠
の
講
義
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
聞
き
手
の
川
田

雄
琴
が
師
匠
の
穂
奥
を
引
き
出
し
て
見
事
に
記
録
し
た
と
も
い
え
る
。
師
弟
の
合
作
な
が
ら
、
こ
の
種
の
作
品
は
弟
子
の
力
量

が
出
来
映
え
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
下
地
に
禅
機
甚
敷
候
故
、
｜
通
り
の
儒
者
に
て
は
、
中
々
肯
ひ
あ
る
間
敷
思
召
の
文
言
よ
り
、
其
元
御
心
腹
を
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察
候
へ
ぱ
、
儒
は
中
華
聖
賢
の
道
、
禅
は
西
域
仏
祖
の
道
と
判
然
一
一
つ
に
被
分
候
御
見
識
に
て
、
そ
ろ
そ
ろ
巽
與
の
方
便

を
以
て
、
禅
を
変
じ
て
儒
に
入
れ
被
成
候
料
簡
と
被
存
候
。
拙
者
も
中
年
過
迫
の
所
存
。

「
巽
與
の
方
便
」
と
は
『
論
語
」
「
子
筆
篇
」
に
基
づ
く
言
葉
で
、
相
手
の
気
持
ち
に
逆
ら
わ
ず
に
へ
り
く
だ
っ
た
い
い
か

た
を
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
盤
珪
禅
師
が
残
し
た
禅
機
に
満
ち
た
人
々
を
相
手
に
、
敵
偏
心
を
を
か
き
た
て
る
こ
と
な
く
、
ソ

フ
ト
に
語
り
か
け
て
、
ゆ
る
り
と
儒
学
に
回
帰
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
い
う
。
儒
佛
を
判
然
と
区
別
し
て
儒
学
を
正

統
と
見
る
考
え
方
は
、
実
は
自
分
も
中
年
ま
で
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
い
う
。

其
後
一
致
と
見
付
侯
て
も
、
儒
を
学
べ
ば
禅
が
害
と
成
り
、
禅
を
学
べ
ば
儒
が
障
り
と
成
り
、
或
は
出
或
は
入
、
た
し
か

な
ら
ざ
る
内
、
諺
に
所
謂
「
は
ぎ
つ
け
た
皮
、
我
家
の
本
尊
」
と
や
ら
ん
に
て
、
仏
祖
を
廃
せ
ぬ
心
得
は
あ
り
な
が
ら
、

つ
ま
り
は
吾
聖
賢
の
方
へ
落
着
い
た
し
、
動
も
す
れ
ば
甲
乙
優
劣
を
争
ふ
や
か
ら
に
近
く
成
り
行
侯
。

ひ
と
ま
ず
儒
佛
は
一
致
す
る
の
だ
と
気
が
つ
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
確
信
が
持
て
な
い
ま
ま
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
る
う

ち
に
、
儒
学
に
軸
足
を
移
し
な
が
ら
も
両
者
の
優
劣
を
論
じ
て
し
ま
う
と
い
う
、
党
派
心
か
ら
自
由
に
な
れ
な
か
っ
た
。

近
年
に
至
り
、
い
つ
と
な
く
其
の
巣
窟
を
は
な
れ
、
儒
佛
出
世
共
に
打
ち
成
し
、
一
片
や
う
に
覚
え
侯
。
就
其
、
貴
邑
士

大
夫
以
下
、
農
商
婦
女
に
至
る
迫
、
皆
禅
機
御
坐
候
事
、
拙
者
心
に
は
一
段
結
構
成
義
不
遇
之
候
。
其
元
御
修
練
の
良
知

と
、
彼
の
禅
師
説
法
の
不
生
と
、
毛
頭
相
違
あ
る
ま
じ
く
侯
。
若
相
違
有
之
候
は
ぱ
、
良
知
に
あ
ら
ず
、
不
生
に
あ
ら
ず
、

全
く
外
道
邪
説
と
申
も
の
に
て
候
。
必
ず
一
致
と
存
候
。
さ
れ
ば
こ
そ
御
家
中
に
信
心
の
御
方
多
く
、
今
度
於
米
湊
、
暫

の
教
諭
、
二
萬
程
の
帰
依
出
来
申
侯
。
此
前
江
都
に
て
も
申
談
候
か
と
覚
え
侯
。
蟹
椒
は
儒
者
の
口
に
も
辣
く
、
佛
者
の

口
に
も
か
ら
し
。
砂
糖
は
儒
者
に
も
甘
く
、
佛
者
に
も
甘
し
。
其
の
か
ら
し
甘
し
と
か
み
分
け
た
る
當
躰
、
即
良
知
な
り
。

不
生
本
来
の
面
目
也
。
是
を
名
付
て
仁
と
い
ひ
、
義
と
い
ひ
、
菩
提
と
も
般
若
と
も
い
ふ
。
其
の
品
々
を
覚
書
き
の
帳
面

に
し
た
れ
ぱ
、
六
経
四
書
と
成
り
、
｜
大
蔵
経
と
成
り
、
も
ろ
も
ろ
祖
師
の
語
録
と
成
り
、
近
く
は
禅
師
の
道
歌
と
成
り
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文
中
の
大
恵
師
と
は
北
宋
の
大
慧
宗
杲
（
一
○
八
八
’
’
’
六
三
）
の
こ
と
。
「
大
慧
書
』
は
そ
の
答
間
書
。
陳
眉
公
は
陳
継

儒
の
こ
と
。
明
末
の
文
人
、
「
長
者
言
」
は
陳
継
儒
撰
『
安
得
長
者
一
一
一
一
巳
。
い
ま
『
宝
顔
堂
秘
笈
』
所
収
。
智
旭
は
明
末
四
大
高

僧
の
一
人
（
一
五
九
九
’
一
六
五
五
）
。
「
宗
論
」
は
『
霊
峰
荊
益
宗
論
」
。
い
ま
「
和
刻
影
印
漢
籍
叢
刊
思
想
四
編
』
所
収
。

「
本
来
平
等
底
」
（
本
来
的
に
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
視
点
）
か
ら
見
れ
ば
儒
禅
は
根
本
を
等
し
く
す
る
が
、
「
現
前
成
就
底
」

（
眼
前
に
現
前
す
る
あ
る
が
ま
ま
の
姿
）
と
し
て
見
れ
ば
、
儒
は
儒
と
し
て
、
禅
は
禅
と
し
て
独
自
性
を
著
し
て
い
る
。
教
説
の

候
。
何
ぞ
儒
佛
の
名
目
に
泥
む
く
し
や
。

文
中
の
「
此
前
江
都
に
て
も
申
談
候
か
と
覚
え
侯
」
と
い
う
事
実
を
考
証
し
得
て
い
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
が
、
こ
こ
で

梁
田
蜆
巌
が
述
べ
て
い
る
論
旨
は
誠
に
明
白
で
あ
る
。
王
陽
明
の
良
知
心
学
と
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
は
「
當
躰
」
に
視
点
を
す

え
て
見
れ
ば
全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
表
現
す
る
語
彙
や
文
脈
が
異
な
る
だ
け
だ
と
い
う
。
よ
く
ぞ
両
学
の
共
通

根
を
喝
破
し
た
も
の
と
言
え
る
。
川
田
雄
琴
の
布
教
効
果
が
顕
著
な
の
は
、
先
に
盤
珪
禅
師
が
良
知
心
学
を
受
用
す
る
（
「
本

来
主
義
」
と
い
う
）
下
地
を
準
備
し
て
い
て
く
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
。
こ
こ
に
は
盤
珪
禅
師
に
感
謝
を
こ
そ
す
べ
き
な
の

で
あ
り
、
ゆ
め
ゆ
め
党
派
心
に
か
ら
れ
て
非
難
す
る
な
ど
、
以
て
の
外
だ
と
い
う
意
図
が
言
外
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
け
て
両
学
の
表
象
の
差
異
と
そ
の
特
色
と
し
て
の
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

各
其
の
當
前
の
家
業
を
そ
の
儀
に
行
べ
き
義
に
て
候
。
本
来
平
等
底
よ
り
沙
汰
い
た
せ
ば
、
山
に
水
、
水
に
山
、
禅
に
儒
、

儒
も
ま
た
禅
に
て
候
へ
ど
も
、
現
前
成
就
底
に
つ
い
て
云
は
ば
、
山
は
是
山
、
水
は
是
水
、
儒
は
是
儒
、
禅
は
是
禅
也
。

昔
大
恵
師
の
書
中
に
御
坐
候
も
、
即
此
義
を
被
申
置
候
。
又
陳
眉
公
の
長
者
言
と
申
書
に
、
佛
者
識
儒
、
是
不
読
儒
書
之

過
。
儒
者
識
佛
、
是
不
読
佛
書
之
過
と
申
置
侯
。
尤
至
極
成
事
と
存
候
。
其
元
幸
に
王
学
御
修
錬
に
候
へ
ぱ
、
此
事
は
御

合
点
の
前
に
て
候
。
い
よ
い
よ
自
他
宗
門
の
争
な
く
、
御
説
書
の
全
力
は
大
恵
書
、
丼
に
智
旭
宗
論
等
御
覧
被
成
、
御
指

南
の
筋
も
御
料
簡
可
有
之
。
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梁
田
蜆
巌
の
川
田
雄
琴
に
対
す
る
指
導
は
誠
に
興
味
深
い
。
王
学
は
宗
派
意
識
を
越
え
る
は
ず
だ
と
い
う
理
解
は
誠
に
適
切

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
江
戸
時
代
の
学
者
文
人
を
儒
者
だ
禅
者
だ
と
か
、
朱
子
学
者
だ
陽
明
学
者
だ
と
学
派
分

け
す
る
こ
と
が
、
実
相
を
理
解
す
る
上
で
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

「
蜆
巌
先
生
答
間
書
」
の
中
巻
に
は
、
「
示
大
洲
川
生
」
の
書
簡
の
後
ろ
に
「
答
某
氏
」
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
執
筆
日
時

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
こ
の
「
某
氏
」
が
い
か
な
る
人
な
の
か
も
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
書
簡
の
中
で
は
、
雲
川

弘
毅
の
「
心
学
辨
』
が
直
接
に
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

近
頃
、
雲
川
弘
毅
の
心
学
辨
と
申
書
出
で
、
御
読
被
成
候
趣
、
承
知
い
た
し
候
・
其
内
、
一
二
條
管
見
左
に
記
し
進
め
候
。

限
り
で
は
各
々
独
自
に
立
論
し
て
い
る
が
、
根
本
の
本
来
平
等
と
い
う
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
一
致
す
る
。
そ
の
こ
と
は
既
に

王
陽
明
が
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
王
陽
明
の
学
を
修
練
し
た
川
田
雄
琴
に
は
容
易
に
理
解
出
来
る
は
ず
だ
。
門
戸
の
見
を
起

て
て
宗
派
争
い
な
ど
せ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
は
「
大
慧
書
」
や
「
霊
峰
蒲
益
宗
論
」
な
ど
を
積
極
的
に
と
り
あ
げ
て
指
導
し
な
さ

い
し
」
○○
心
学
辨
云
、
明
徳
は
天
地
の
心
（
以
下
省
略
）

○
心
学
辨
に
、
禅
学
・
陽
明
学
・
朱
子
学
の
分
ち
三
首
の
和
歌
あ
り
。
（
前
出
。
省
略
）

此
禅
僧
と
は
あ
る
は
、
大
方
御
存
知
可
被
入
侯
、
盤
珪
和
尚
に
て
可
有
之
候
。
此
歌
を
本
歌
と
し
て
、
後
の
二
首
を
詠
み

し
も
の
と
相
見
え
侯
。
無
悪
無
善
を
説
く
一
）
と
此
作
者
に
限
ら
ず
、
凡
儒
の
忌
み
嫌
ふ
義
に
て
候
。
然
れ
ど
も
大
学
至
善

の
釈
文
に
、
義
理
精
微
の
極
、
不
可
名
状
、
故
姑
名
之
曰
至
善
也
。
ケ
様
に
程
子
の
言
に
有
之
と
朱
子
大
学
或
問
の
中
に

引
き
置
か
れ
た
り
。
（
朱
子
学
と
無
善
無
悪
説
が
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
省
略
）

こ
こ
で
梁
田
蜆
巌
が
朱
子
学
も
実
は
無
善
無
悪
説
と
矛
盾
し
な
い
の
だ
。
ち
ゃ
ん
と
そ
の
主
旨
は
程
子
の
一
一
一
一
口
を
踏
ま
え
て
云

猶
御
工
夫
あ
る
べ
く
候
。
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っ
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
指
摘
は
慧
眼
で
あ
る
。
朱
子
も
実
は
陸
象
山
の
兄
で
あ
る
陸
子
美
と
の
応
酬
書
簡
で
は
「
無
」
の
機

能
を
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
力
説
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
後
の
朱
子
後
学
に
よ
っ
て
忘
却
さ
れ
た
が
為
に
、
王
陽
明
が
述
べ

た
無
善
無
悪
説
に
対
し
て
、
頑
な
に
躍
起
に
な
っ
て
反
論
し
た
の
で
あ
る
。

三
首
の
道
、
い
づ
れ
な
り
と
も
実
に
会
得
し
て
、
盤
珪
・
陽
明
・
朱
子
の
腹
中
に
な
り
た
る
人
に
て
候
は
ば
、
皆
道
を
知

り
行
ふ
く
し
。
若
噂
ま
で
に
て
、
実
に
其
の
人
に
至
り
得
ぬ
間
は
、
盤
珪
で
も
、
陽
明
で
も
、
朱
子
で
も
、
皆
道
は
知
ら

ず
行
は
ず
、
一
生
人
の
賛
を
ふ
る
貧
乏
者
也
。
他
家
自
家
儒
佛
の
吟
味
の
み
に
か
か
り
て
、
人
人
具
足
の
本
性
を
と
ら
へ

ず
、
西
と
説
き
東
と
説
き
、
赤
と
云
ひ
白
と
云
ひ
て
争
ふ
は
、
儒
に
所
謂
小
人
、
佛
に
て
い
へ
ぱ
堕
獄
の
罪
人
ど
も
な
り
。

「
実
に
会
得
し
て
」
「
腹
中
」
の
人
に
な
れ
と
い
う
。
口
舌
の
徒
に
成
り
下
が
っ
て
「
小
人
」
、
「
堕
獄
の
罪
人
」
に
な
る
な

と
い
う
。
切
れ
味
の
鋭
い
一
文
で
あ
る
。
盤
珪
そ
の
人
の
提
唱
が
王
陽
明
・
朱
子
を
生
き
返
ら
せ
た
と
も
い
え
よ
う
。

梁
田
蜆
巌
の
明
石
と
盤
珪
禅
師
の
網
干
は
同
じ
く
播
州
で
あ
る
。
地
理
的
に
近
い
こ
と
も
梁
田
蜆
巌
が
盤
珪
禅
師
に
親
近
感

を
持
っ
た
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
書
簡
の
冒
頭
で
「
近
頃
、
雲
川
弘
毅
の
心
学
辨
と
申
書
出
で
」
と
云
っ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
「
心
学
辨
」
が
刊
行
さ

れ
た
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
年
）
を
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
心
学
辨
」
が
刊
行
さ
れ
た
年
に
は

梁
田
蜆
巌
は
十
四
歳
で
あ
る
。
「
近
頃
、
…
…
出
で
」
と
い
う
表
現
は
初
版
発
行
の
こ
と
と
は
受
け
取
ら
な
い
で
理
解
す
る
ほ

う
が
適
切
な
よ
う
で
あ
る
。

梁
田
蜆
巌
は
愛
弟
子
の
川
田
雄
琴
に
言
及
し
た
詩
文
が
あ
る
。
一
つ
は
「
辛
未
秋
和
大
洲
川
君
淵
書
懐
韻
」
（
「
蜆
巌
集
」
後

篇
巻
二
）
で
あ
る
。
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
年
）
蜆
巌
八
十
歳
の
時
の
七
言
律
詩
一
首
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
壽
河
君
淵
序
」

（
「
娩
巌
集
」
巻
五
）
で
あ
る
。
文
中
に
「
今
弦
五
十
有
九
」
と
あ
る
か
ら
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
取

り
上
げ
た
「
示
大
洲
川
田
生
」
を
認
め
た
翌
年
に
梁
田
蜆
巌
は
執
筆
し
た
こ
と
に
な
る
。
川
田
雄
琴
が
翌
年
に
還
暦
を
迎
え
る
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予
嗜
浮
図
言
、
多
與
浮
図
交
。
嘗
聞
諸
盤
珪
師
之
徒
、
曰
「
師
年
老
自
謂
『
衛
生
在
口
腹
」
。
乃
以
衡
量
飯
、
毎
飲
食
必

謹
。
有
僧
某
不
悦
以
為
毫
。
師
聞
之
曰
「
是
非
汝
所
知
也
。
生
無
益
千
人
、
如
汝
等
、
即
天
折
固
不
足
云
。
我
則
生
有
益

千
人
者
、
幸
而
保
残
喘
一
日
、
兆
民
尚
有
一
日
之
利
哉
。
貧
生
為
於
俗
甚
斯
而
已
。
』
。
瑳
乎
。
珪
公
至
人
、
以
身
命
為
津

筏
、
亡
論
諸
龍
象
。
殆
世
父
心
腸
突
。
（
儒
学
界
に
お
け
る
人
材
論
。
中
略
）

盤
珪
禅
師
が
健
康
に
留
意
し
て
食
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
は
、
一
日
で
も
生
き
の
び
て
布
教
活
動
を
し
、
人
々
を
幸
福
に
し

た
い
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
使
命
感
を
称
賛
す
る
。

得
其
人
也
。
以
予
所
知
、
惟
大
洲
享
受
河
君
淵
其
庶
乎
。
河
子
嘗
従
予
受
業
。
又
従
三
輪
執
斎
氏
。
研
良
知
之
学
。
道
既

通
、
為
大
洲
侯
所
鴫
、
入
侍
講
、
出
訓
士
大
夫
。
考
及
市
井
草
葬
、
十
数
年
不
倦
。
（
中
略
）

盤
珪
禅
師
と
同
じ
く
使
命
感
に
燃
え
て
藩
主
、
士
大
夫
、
市
井
草
葬
を
教
化
活
動
し
て
い
る
の
が
川
田
雄
琴
で
あ
る
と
い
う
。

聞
。
日
、
珪
公
振
錫
西
土
、
化
度
諸
州
、
遂
及
貴
邑
。
邑
中
無
総
素
。
證
不
生
、
信
其
遺
教
不
絶
。
夫
不
生
也
良
知
也
。

儒
釈
各
樹
赤
幟
。
（
中
略
）
異
名
同
実
、
欲
岐
而
二
、
焉
得
乎
。
（
中
略
）
自
今
而
後
、
愈
慎
其
疾
、
固
爾
骸
、
保
爾
神
、

｜
以
珪
公
為
法
、
天
賜
無
蓋
。
徳
與
歯
益
尊
、
木
鐸
之
声
、
悠
且
久
焉
。
則
不
翅
貴
邑
之
幸
也
。
漠
乎
西
海
之
瀕
、
亦
必

聞
其
風
、
而
詣
帰
乎
来
、
果
在
河
子
臭
。

盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
と
王
陽
明
の
良
知
心
学
は
同
体
異
名
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
盤
珪
禅
師

の
教
え
を
道
法
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
恩
恵
は
川
田
雄
琴
個
人
は
も
と
よ
り
、
大
洲
ば
か
り
か
西
海
全
体
の
及
ぶ
で
し
ょ
う
と
。

こ
こ
で
は
川
田
雄
琴
に
盤
珪
禅
師
の
気
概
を
お
手
本
に
適
進
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
梁
田
蜆
巌
が
盤
珪
禅
師
を
こ
と
の

こ
と
の
前
祝
い
の
一
文
を
家
人
当

工
異
曲
な
の
だ
が
、
盤
珪
・
大
皿

頭
か
ら
盤
珪
禅
師
が
登
場
す
る
。

文
を
家
人
弟
子
に
請
わ
れ
て
、
そ
れ
を
受
諾
し
た
こ
と
に
な
る
。
先
の
「
示
大
洲
川
田
生
」
の
文
章
と
同

盤
珪
・
大
洲
・
川
田
雄
琴
を
物
語
る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
に
、
こ
の
壽
序
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
冒
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蜆
巌
の
祝
辞
で
あ
る
ｃ

盤
珪
禅
師
が
如
法
寺
を
創
建
し
て
顕
著
な
布
教
効
果
を
あ
げ
た
大
洲
に
、
川
田
雄
琴
は
藩
主
の
侍
講
と
し
て
赴
任
し
、
盤
珪

禅
師
の
遺
産
を
活
用
し
て
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
。
今
後
も
盤
珪
禅
師
の
遺
法
を
基
本
に
し
て
努
力
せ
よ
。
師
匠
で
あ
る
梁
田

あ
る
。

大
洲
で
は
、
禅
宗
の
盤
珪
禅
師
か
ら
儒
学
・
陽
明
学
の
川
田
雄
琴
に
「
本
来
完
全
」
を
骨
格
と
す
る
教
え
が
継
承
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
同
一
宗
派
や
同
一
学
派
の
領
域
に
閉
じ
こ
め
て
学
統
を
語
る
こ
と
が
い
か
に
虚
し
い
か
が
了
解
で
き
よ
う
。

盤
珪
禅
師
の
布
教
地
に
川
田
雄
琴
の
よ
う
な
人
が
常
に
登
場
し
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
の
浸
透
度

を
考
え
る
と
、
丁
寧
に
見
れ
ば
、
幾
ら
で
も
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
一
心
学
辨
』
と
川
田
雄
琴
の
問
題
は
三
輪
執
斎
の
心
学
理
解
と
も
絡
ん
で
、
も
う
少
し
複
雑
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、

今
は
次
の
問
題
に
話
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

先
に
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
が
王
陽
明
の
良
知
心
学
に
通
底
す
る
こ
と
を
論
じ
た
が
、
こ
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
て
、

手
島
堵
庵
の
不
生
禅
理
解
の
伏
線
と
し
た
い
。

盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
の
論
法
を
見
て
、
す
ぐ
に
思
い
起
こ
す
の
は
、
『
孟
子
」
の
「
良
知
・
良
能
」
論
で
あ
る
。
『
孟
子
』

「
尽
心
篇
」
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

孟
子
日
、
人
之
所
不
学
而
能
者
、
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
咳
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
也
。
及
其
長

ほ
か
高
く
評
価
し
、
陽
明
学
徒
の
川
田
雄
琴
に
宗
派
を
こ
え
て
盤
珪
禅
師
の
遺
志
を
宣
揚
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で

三
中
江
藤
樹
と
そ
の
門
流
の
「
不
知
の
良
知
」
論
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朱
子
は
『
孟
子
集
注
」
で
「
良
者
本
然
之
善
也
。
程
子
曰
、
良
知
良
能
、
皆
無
所
由
。
乃
出
於
天
、
不
繋
於
人
。
」
と
注
釈

す
る
。
知
・
能
は
何
か
に
起
因
し
て
起
こ
る
働
き
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
天
賦
の
も
の
で
あ
り
、
後
天
的
に
作
為

し
て
獲
得
し
た
働
き
で
は
な
い
。
知
・
能
に
「
良
」
字
が
附
加
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
本
然
」
と
い
う
意
味
で
「
善
」
で
あ
る

こ
と
を
い
わ
ん
が
た
め
で
あ
り
、
こ
の
「
本
然
」
の
意
味
を
説
明
す
る
た
め
に
程
子
の
言
が
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
孟
子
が

い
う
「
不
学
而
能
」
「
不
慮
而
知
」
の
「
学
」
「
慮
」
は
後
天
的
な
作
為
。
程
子
の
一
一
一
一
口
を
借
り
れ
ば
「
天
」
に
由
来
す
る
の
で
は

な
く
し
て
、
「
人
」
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
良
知
良
能
」
論
理
解
は
、
基
本
的
に
は
王
陽
明
達
も
踏
襲
す
る
。
し
か

し
、
良
知
と
い
え
ば
所
謂
陽
明
学
の
標
語
で
あ
る
と
即
断
さ
れ
る
の
は
、
朱
子
が
『
孟
子
』
の
「
良
知
良
能
」
を
字
義
と
し
て

は
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
な
が
ら
も
、
こ
の
天
賦
の
「
良
知
良
能
」
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
こ
と
の
不
充
分
さ
と
危
険
性
を
深
く

配
慮
し
て
、
「
大
学
』
の
「
格
物
致
知
」
に
依
拠
し
て
後
天
的
に
学
習
す
る
こ
と
を
こ
と
の
ほ
か
力
説
し
た
が
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
本
来
性
善
」
を
大
前
提
と
す
る
朱
子
学
も
原
論
と
し
て
は
「
所
不
学
而
能
者
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
其
良
知

也
」
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

朱
子
学
・
陽
明
学
が
基
づ
い
た
『
孟
子
』
の
「
良
知
良
能
」
論
の
「
不
学
而
能
」
「
不
慮
而
知
」
と
い
う
構
造
を
、
仏
性
論

に
展
開
さ
せ
た
の
が
盤
珪
禅
師
の
「
仏
心
不
生
」
説
で
あ
る
。
盤
珪
禅
師
が
「
仏
心
不
生
」
説
に
開
眼
す
る
契
機
は
「
大
学
」

の
「
明
徳
」
を
し
か
と
確
認
し
た
い
と
い
う
苦
悶
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
明
徳
」
が
朱
子
の
「
大
学
章
句
」
で
は
「
人
之
所
得
乎

天
」
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
「
孟
子
」
の
「
良
知
良
能
」
論
に
対
す
る
「
孟
子
集
注
」
の
注
釈
と
同
案
で
あ
る
。
こ
の
「
明

徳
」
注
釈
を
理
解
す
る
こ
と
に
蹉
跣
し
た
盤
珪
禅
師
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
論
法
が
心
象
の
深
層
に
伏
在
し
て
、
仏
心
不

生
説
に
開
眼
し
た
。
逆
縁
な
が
ら
も
開
眼
し
た
と
き
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
但
し
、
盤
珪
禅
師
は
「
人
之

所
得
乎
天
」
と
は
云
わ
ず
に
、
「
父
母
に
生
み
付
け
ら
れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
点
は
中
江
藤
樹
の
「
明
徳
仏
性
」
説
も
同
案
で

也
、
無
不
敬
其
兄
也
。
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表
現
さ
れ
た
。
こ
の
論
議
に
参
拓

が
深
く
論
究
し
た
人
々
で
あ
る
。

彼
等
の
論
議
の
中
に
盤
珪
禅
師
は
登
場
し
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
宗
旨
を
異
に
す
る
も
の
の
、
論
法
は
通
底
す
る
。
盤
珪
禅

師
の
仏
心
不
生
説
の
論
法
が
相
互
に
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
広
義
の
心
学
の
世
界
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と

で
あ
る
。
学
派
や
宗
派
に
閉
じ
こ
め
て
し
ま
う
と
本
領
を
見
誤
る
恐
れ
が
る
事
を
如
実
に
物
語
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
中
江
藤
樹

の
門
流
に
お
け
る
「
知
ら
ざ
る
方
の
良
知
」
論
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

あ
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

王
陽
明
の
良
知
心
学
に
お
い
て
は
「
所
不
学
而
能
者
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
其
良
知
也
」
が
「
良
知
」
の
一
語
に
集
約

さ
れ
て
力
説
さ
れ
た
。
此
の
派
下
で
は
『
孟
子
」
の
「
不
慮
而
知
」
が
「
不
知
而
知
」
と
置
き
換
え
ら
れ
て
主
張
さ
れ
る
こ
と

が
稀
で
は
な
い
。
そ
の
急
先
鋒
が
王
龍
渓
（
一
四
九
八
－
’
五
八
三
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
王
龍
渓
が
中
江
藤
樹
と
そ
の
門
流
に
よ

っ
て
熱
心
に
読
ま
れ
た
。
勢
い
、
「
不
知
而
知
Ⅱ
良
知
」
論
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
知
ら
ざ
る
方
の
良
知
」
と
も

表
現
さ
れ
た
。
こ
の
論
議
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
中
で
も
、
淵
岡
山
、
木
付
難
波
、
二
見
直
養
、
植
木
是
水
、
松
本
以
休
な
ど

石
田
梅
岩
（
一
六
八
五
’
一
七
四
四
）
に
始
ま
る
所
謂
石
門
心
学
は
手
島
堵
案
（
一
七
一
八
’
一
七
八
六
）
、
中
沢
道
二
（
’
七
二

五
’
’
八
○
三
）
に
継
承
さ
れ
て
広
く
普
及
し
た
。
こ
の
石
門
心
学
は
広
義
の
心
学
の
一
翼
で
あ
る
。
根
底
を
等
し
く
す
る
が

た
め
に
、
朱
子
学
、
陽
明
学
、
禅
心
学
、
三
教
一
致
心
学
と
相
互
に
浸
透
す
る
可
能
性
を
拒
否
し
な
い
。
力
点
の
置
き
所
を
独

自
に
設
定
し
て
自
己
顕
示
と
し
て
、
心
学
の
他
派
を
非
難
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
朱
子
は
禅
学
を
評
し
て

「
彌
近
理
而
大
乱
真
」
（
天
理
に
近
似
す
る
が
ゆ
え
に
真
理
を
乱
す
）
（
「
中
庸
章
句
序
」
）
と
述
べ
た
が
、
基
底
に
相
互
浸
透
す
る
要

四
手
島
堵
庵
の
盤
珪
禅
師
論
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素
を
核
と
し
て
共
有
す
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
批
評
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
石
田
梅
岩
の
活
躍
期
に
は
盤
珪
禅
師
は
既
に
物
故
し
て
い
た
か
ら
、
直
接
の
交
渉
は
な
い
。
心
学
を
普
及
さ
せ
る
運

動
の
中
で
、
盤
珪
禅
師
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
の
は
手
島
堵
庵
で
あ
る
。
そ
の
事
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

「
近
世
崎
人
伝
』
（
東
洋
文
庫
）
の
「
手
島
堵
庵
」
に
は
、

其
著
述
を
看
る
に
、
播
磨
、
盤
珪
禅
師
、
不
生
佛
心
と
説
れ
し
に
よ
る
よ
し
也
。
故
に
或
は
禅
儒
の
誹
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

是
ま
た
王
陽
明
の
所
説
、
良
智
良
能
に
基
せ
る
歎
。

こ
こ
で
盤
珪
禅
師
の
仏
心
不
生
説
を
王
陽
明
の
良
知
良
能
説
と
結
び
つ
け
て
立
論
し
て
い
る
の
は
、
流
石
に
伴
窩
鰹
は
慧
眼

の
持
ち
主
で
あ
る
。

手
島
堵
庵
自
身
は
「
坐
談
随
筆
」
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

或
問
曰
、
私
頃
日
、
盤
珪
和
尚
の
法
語
（
和
語
説
法
と
も
い
ふ
）
と
い
ふ
も
の
を
見
ま
し
た
が
、
と
ん
と
此
方
の
説
せ
ら
る

る
と
お
な
じ
事
の
や
う
で
、
あ
り
が
た
う
思
ひ
ま
す
る
。
そ
れ
で
精
出
し
て
、
く
り
か
へ
し
く
り
か
へ
し
見
よ
う
と
恩
ひ

ま
す
れ
ど
、
も
し
こ
な
た
の
説
せ
ら
る
る
所
と
違
ひ
ま
し
て
、
見
て
為
に
わ
る
い
や
ら
、
そ
こ
が
分
り
ま
せ
ぬ
。
見
て
為

に
わ
る
い
と
お
も
は
し
や
ら
ぱ
、
こ
ふ
で
わ
る
い
と
か
、
お
な
じ
事
な
ら
ば
こ
ふ
こ
ふ
じ
ゃ
に
と
っ
て
、
お
な
じ
事
じ
ゃ

と
い
ふ
事
を
、
和
尚
の
や
う
に
、
ひ
ら
た
う
我
々
が
き
き
よ
き
や
う
に
、
は
な
し
て
き
か
さ
シ
し
ゃ
れ
ィ
。

東
郭
子
曰
、
こ
れ
は
も
っ
と
も
な
尋
で
ご
ざ
る
。
な
る
ほ
ど
そ
な
た
は
田
舎
人
じ
ゃ
。
和
尚
の
お
し
や
る
や
う
に
い
ふ
が
、

き
こ
へ
よ
く
ぱ
、
何
を
い
ふ
も
き
き
よ
い
が
よ
い
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
和
尚
の
口
真
似
で
い
ふ
て
聞
し
ま
し
ょ
。
ょ
う
き
か

シ
し
ゃ
れ
ィ
。
あ
の
和
尚
は
至
極
目
の
あ
い
た
人
で
ご
ざ
る
ほ
ど
に
、
こ
ち
の
い
ふ
と
少
し
も
運
や
し
ま
せ
ぬ
、
お
な
じ

事
で
ご
ざ
る
。
し
か
も
和
尚
の
初
発
心
が
、
明
徳
に
ふ
し
ん
を
立
て
、
か
れ
こ
れ
苦
労
め
さ
れ
た
が
、
廿
六
の
歳
は
じ
め

て
明
徳
を
悟
ら
れ
た
人
で
ご
ざ
る
。
則
不
生
と
い
ふ
が
明
徳
の
か
へ
名
で
ご
ざ
る
ワ
イ
。
（
中
略
）
此
不
生
と
い
ふ
は
す
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手
島
堵
庵
が
盤
珪
禅
師
を
熟
読
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
「
手
島
先
生
専
用
書
目
」
○
「
心
学
ノ
ー
助
ト
成
ベ
キ
語
録

類
」
に
「
盤
珪
和
尚
和
語
説
法
』
二
冊
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
一
増
補
手
島
堵
庵
全
集
」
’
七
六
頁
）
。

盤
珪
禅
師
は
聴
衆
に
警
告
し
た
の
は
肝
腎
の
こ
と
を
二
次
的
な
も
の
、
二
義
的
な
も
の
と
取
り
違
え
る
な
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
「
仕
替
え
る
な
」
と
い
う
。
次
の
語
録
は
そ
れ
を
手
島
堵
庵
が
再
確
認
し
た
発
言
で
あ
る
。

本
心
を
知
り
た
衆
は
此
本
心
の
貴
ひ
事
を
ひ
た
と
能
究
め
ざ
シ
し
ゃ
れ
ィ
。
此
貴
ひ
事
が
と
く
と
究
ま
ら
ぬ
故
、
盤
珪
和

な
は
ち
身
共
が
つ
ね
に
い
ふ
思
案
な
し
の
こ
と
で
ご
ざ
る
ほ
ど
に
、
和
尚
の
説
法
も
お
な
じ
事
で
ご
ざ
る
。
不
生
と
い
へ

ば
ま
だ
き
き
つ
け
ぬ
人
も
ご
ざ
る
ゆ
へ
に
、
身
共
は
思
案
な
し
の
と
こ
ろ
を
知
ら
し
ゃ
れ
ィ
と
い
ふ
事
で
ご
ざ
る
ワ
イ
。

（
中
略
）
一
度
此
思
案
な
し
に
見
聞
動
く
所
を
し
っ
た
人
は
、
い
か
に
も
和
尚
の
仮
名
ぜ
つ
法
を
く
り
か
へ
し
く
り
か
へ

し
見
る
が
至
極
よ
う
ご
ざ
る
。
一
度
此
思
案
な
し
を
知
ら
ぬ
人
は
、
見
て
も
や
く
に
た
ち
や
し
ま
せ
ぬ
ワ
イ
。
二
増
補
手

島
堵
庵
全
集
」
二
十
一
’
二
十
二
頁
）

「
さ
シ
し
ゃ
れ
ィ
」
と
云
う
の
は
、
石
門
心
学
の
講
和
体
の
特
色
で
あ
る
が
、
質
問
に
有
る
よ
う
に
じ
っ
は
盤
珪
禅
師
の
法

話
体
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。
手
島
堵
庵
は
そ
の
形
を
模
倣
し
た
の
で
は
な
い
が
、
日
常
言
語
で
語
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
か
ら
、

結
果
と
し
て
同
じ
よ
う
な
語
り
口
に
な
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
質
問
者
が
師
に
確
認
を
求
め
て
い
る
の
は
、
盤
珪
禅
師
が
自
分
で

は
確
認
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
蹉
鉄
坊
復
し
た
苦
い
思
い
を
繰
り
返
さ
せ
ま
い
と
し
て
、
説
法
の
場
を
設
け
て
聴
衆
を
ま
と
め

て
印
可
し
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
東
郭
子
は
、
盤
珪
禅
師
と
骨
子
は
同
じ
で
あ

る
こ
と
、
「
不
生
」
を
「
思
案
な
し
」
と
言
い
回
し
が
換
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
あ
れ
こ
れ
と
思
案
し
て
迷
路
に
落

ち
込
む
の
で
は
な
く
し
て
、
一
風
は
既
存
の
教
法
に
つ
い
て
「
思
案
」
す
る
こ
と
か
ら
解
放
ざ
れ
白
紙
状
態
に
な
る
と
「
不

生
」
で
あ
る
こ
と
が
納
得
が
い
く
ぞ
と
い
う
。
「
思
案
な
し
」
が
初
発
の
工
夫
と
し
て
切
実
で
あ
る
こ
と
を
説
く
所
に
自
説
の

長
所
を
顕
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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先
に
あ
げ
た
「
思
案
な
し
」
は
「
私
案
な
し
」
と
も
云
わ
れ
る
。
賢
し
ら
に
按
配
す
る
こ
と
を
強
く
戒
め
る
た
め
に
一
一
一
一
口
い
直

し
た
の
で
あ
る
。
次
の
語
録
が
一
例
で
あ
る
。

或
問
曰
、
先
生
平
日
門
人
に
示
し
給
ふ
に
、
私
案
な
し
の
位
を
知
く
し
と
あ
り
。
又
盤
珪
和
尚
は
常
に
不
生
の
佛
心
で
居

よ
と
説
り
。
此
私
案
な
し
と
、
不
生
の
佛
心
と
差
あ
り
や
又
無
や
。
委
し
く
説
示
し
玉
は
る
べ
し
。
堵
庵
曰
、
天
下
同
一

性
に
し
て
、
佛
氏
に
是
を
三
界
唯
一
心
と
云
ふ
。
故
に
儒
佛
の
二
教
各
々
教
へ
導
く
法
術
は
大
に
異
に
し
て
、
至
り
極
る

所
は
唯
一
理
而
已
。
故
に
私
案
な
し
の
位
と
不
生
の
佛
心
と
二
に
あ
ら
ず
。
其
一
な
る
訳
を
説
き
か
す
べ
し
。
夫
衆
人
皆

親
の
生
つ
け
て
下
さ
れ
た
る
は
唯
本
心
一
に
し
て
、
他
物
は
一
も
生
付
玉
は
い
也
。
其
親
の
生
つ
け
玉
ふ
所
の
本
心
は
、

虚
に
し
て
霊
明
な
る
も
の
也
。
此
虚
を
盤
珪
は
不
生
と
い
へ
り
。
不
生
と
は
一
念
不
生
と
い
ふ
一
」
と
に
て
、
念
の
起
ら
ぬ

先
に
て
一
切
の
事
が
よ
く
分
り
、
捌
る
位
ゆ
へ
、
こ
れ
を
霊
明
と
も
い
は
れ
し
也
・
（
後
略
）
（
「
増
補
手
島
堵
庵
全
集
」
四
○

三
‐
四
○
四
頁
「
種
案
な
し
の
説
ｌ
慰
者
本
心
用
而
公
也
・
私
案
者
人
飲
用
耐
私
也
Ｉ
」
安
永
六
年
《
’
七
七
七
年
》
丁
寳
春
二

こ
こ
で
「
其
親
の
生
み
つ
け
玉
ふ
所
の
本
心
は
、
虚
に
し
て
霊
明
な
る
も
の
也
」
と
い
う
の
は
、
『
大
学
章
句
』
の
「
明

尚
も
佛
心
を
外
の
物
に
し
か
へ
な
と
お
シ
し
や
ソ
た
。
貴
ふ
思
は
ぬ
か
ら
つ
ひ
外
の
物
に
仕
か
へ
ま
す
ハ
イ
。
此
本
心
の

貴
ひ
事
さ
へ
能
究
ま
れ
ぱ
外
の
物
に
仕
替
る
事
は
ご
ざ
ら
ぬ
ハ
イ
・
（
後
略
）
（
「
増
補
手
島
堵
庵
全
隻
二
五
一
頁
「
朝
倉
新

話
一

、－〆

箒は
￣、
璃一〆

盤
珪
和
尚
の
曰
、
不
生
の
佛
心
を
、

の
明
徳
と
、
百
金
と
何
れ
か
重
き
。

は
、
餘
饒
惑
槐
の
事
に
あ
ら
ず
や
。

月
九
日
書
）

餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
に
し
か
へ
な
と
あ
る
は
、
甚
深
切
の
を
し
へ
な
り
。
人
々
本
分

然
る
を
金
に
さ
へ
か
へ
ぬ
も
の
を
、
土
細
工
の
た
め
に
、
明
徳
を
か
へ
も
の
に
す
る

御
用
心
あ
れ
。
必
々
化
さ
れ
給
ふ
な
。
（
「
増
補
手
島
堵
庵
全
集
」
三
五
五
頁
「
為
学
玉
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こ
な
た
衆
能
心
得
さ
っ
し
や
れ
ィ
。
む
か
し
む
か
し
か
ら
暫
時
今
ま
で
の
事
も
皆
消
て
去
ま
し
た
ハ
イ
。
こ
れ
か
ら
後
の

事
は
ま
た
き
ま
せ
ぬ
。
即
今
而
已
な
も
の
で
ご
ざ
っ
て
端
的
即
心
で
ご
ざ
る
ハ
イ
。
（
中
略
）
誰
で
も
髪
に
一
瞬
の
間
の

残
り
住
る
も
の
は
ご
ざ
ら
ぬ
ハ
イ
・
今
如
是
い
ふ
も
早
消
ま
し
て
一
瞬
の
残
り
住
る
間
は
ご
ざ
ら
ぬ
ハ
イ
。
（
後
略
）
（
「
増

補
手
島
堵
庵
全
集
」
二
五
二
頁
「
朝
倉
新
話
」
）

盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
は
手
島
堵
庵
の
世
界
で
活
学
さ
れ
た
が
、
心
学
は
既
存
の
遺
産
を
「
思
案
な
し
」
に
活
用
す
る
こ
と
を

厭
わ
な
い
。
活
用
す
る
に
足
る
滋
養
源
と
し
て
親
切
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

石
門
心
学
は
町
人
相
手
に
日
用
倫
理
を
平
易
に
説
い
た
も
の
と
云
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
事
態
は
誤
り
で
は
な
い
。

盤
珪
禅
師
が
禅
録
の
解
説
を
し
た
り
せ
ず
、
ま
た
古
則
公
案
を
提
示
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
、
仏
心
の
不
生
の
一
事
を
「
親
が

生
み
つ
け
た
」
こ
と
を
根
拠
に
説
き
続
け
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
手
島
堵
庵
も
心
性
論
の
形
而
上
学
の
世
界
に
深
入
り
す
る

こ
と
を
せ
ず
に
、
「
私
案
な
し
」
「
思
案
な
し
」
の
境
位
に
身
を
置
い
て
「
本
心
」
に
覚
醒
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
そ
の
場
合
、

覚
醒
す
る
一
人
一
人
を
「
即
今
而
已
」
と
い
う
時
間
に
実
在
す
る
も
の
と
覚
悟
し
て
覚
醒
せ
よ
と
説
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
し

て
よ
い
。
平
易
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
の
重
大
さ
を
つ
い
見
逃
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な

い
。
「
即
今
」
と
は
陸
象
山
が
力
説
し
、
王
陽
明
が
「
現
在
」
と
述
べ
た
。
こ
の
一
瞬
の
今
に
し
か
実
在
し
な
い
、
そ
の
よ
う

な
存
在
者
と
し
て
の
わ
た
し
達
と
い
う
認
識
の
基
に
、
実
は
手
島
堵
庵
の
心
学
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
瞠
目
に
値

す
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
次
の
語
録
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
の
源
流
は
禅
心
学
・
良
知
心
学
に
求
め
る
こ
と
が
出

来
る
が
、
手
島
堵
庵
は
源
泉
を
先
学
に
見
出
し
て
説
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
を
も
滋
養
に
し
て
広
義
の
心

学
の
中
で
潤
養
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

徳
」
に
対
す
る
注
釈
の
字
挙

で
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
対
す
る
注
釈
の
字
義
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
賛
言
す
る
ま
で
も
な
い
。
勿
論
、
手
島
堵
庵
は
百
も
承
知
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資
料
調
査
が
進
め
ば
、
外
に
も
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
が
生
か
さ
れ
た
世
界
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
今
後
、
盤
珪
禅
師
の
出
会

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
残
し
な
が
ら
、
最
後
に
明
治
時
代
以
後
の
盤
珪
禅
師
理
解
に
つ
い
て
一
言
の
べ
て
お
き
た
い
。

盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
を
顕
彰
す
る
上
で
鈴
木
大
拙
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
云
う
ま
で
も
な
い
。
特
に

岩
波
文
庫
に
鈴
木
大
拙
の
編
校
「
盤
珪
禅
師
語
録
附
行
業
記
」
（
巻
末
の
「
基
礎
材
料
に
つ
い
て
」
の
文
末
に
は
「
昭
和
十
五
年
夏
編

者
記
」
と
あ
る
。
現
行
復
刻
本
に
は
古
田
紹
欽
の
「
解
説
」
が
付
い
て
い
る
）
が
収
め
ら
れ
て
見
や
す
く
な
っ
た
。
昭
和
十
七
年
八
月

に
刊
行
さ
れ
た
鈴
木
大
拙
・
古
田
紹
欽
共
編
「
盤
珪
禅
の
研
究
」
に
収
め
る
朝
比
奈
宗
源
の
「
我
観
盤
珪
」
は
、
白
隠
禅
の
立

場
か
ら
見
た
盤
珪
禅
の
魅
力
と
弱
点
を
語
っ
て
興
味
深
い
。
「
盤
珪
禅
の
研
究
」
巻
頭
に
収
め
る
鈴
木
大
拙
の
「
盤
珪
禅
の
不

生
禅
」
が
白
隠
禅
と
比
較
し
て
「
そ
の
ま
ま
は
現
成
底
で
あ
る
。
…
…
。
盤
珪
の
不
生
禅
は
此
の
種
の
そ
の
ま
ま
で
あ
る
」
と

指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
「
そ
の
ま
ま
禅
」
が
白
隠
門
か
ら
は
「
立
ち
枯
れ
禅
に
陥
る
」
と
酷
評
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

公
案
に
依
拠
す
る
白
隠
禅
に
警
鐘
を
な
ら
す
意
義
を
盤
珪
禅
に
認
め
た
の
が
朝
比
奈
宗
源
で
あ
っ
た
。

鈴
木
大
拙
・
朝
比
奈
宗
源
の
両
師
か
ら
、
「
現
成
底
の
そ
の
ま
ま
禅
」
と
標
語
さ
れ
た
盤
珪
禅
が
、
自
ら
の
不
生
禅
を
次
に

よ
》
っ
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

其
覚
悟
な
き
事
を
、
見
し
り
聞
し
り
致
す
所
が
面
々
に
そ
な
は
り
た
る
不
生
の
気
と
申
も
の
で
ご
ざ
る
。
…
…
。
見
よ
う

聞
ふ
と
存
る
、
気
の
生
じ
ま
せ
ぬ
か
、
是
不
生
で
ご
ざ
る
。
（
「
盤
珪
禅
師
語
録
」
五
十
七
’
五
十
八
頁
。
な
お
、
六
十
五
頁
、

七
十
一
頁
、
七
十
九
頁
、
八
十
頁
、
八
十
一
頁
、
八
十
四
頁
等
に
「
不
生
の
気
」
が
述
べ
ら
れ
る
。
）

不
生
の
仏
心
の
本
来
的
な
あ
り
か
た
を
「
不
生
の
気
」
と
い
う
。
「
ま
え
方
よ
り
の
覚
悟
」
「
晶
眉
」
「
気
癖
」
「
我
慢
偏
執
」

五
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
と
「
気
の
哲
学
」
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禅
学
に
門
外
漢
な
が
ら
、
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
を
広
義
の
心
学
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
。
的
は
ず
れ
の
所
が
あ
る
に
違
い

な
い
が
、
ひ
ご
ろ
宗
門
や
学
派
の
標
識
に
拘
ら
ず
に
読
む
こ
と
が
習
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
或
い
は
取
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か

禅
学
に
お
け
る
現
成
論
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
大
拙
が
述
べ
て
い
る
が
、
古
く
は
「
孟
子
」
「
告
子
篇
」
に
見
え
る

「
告
子
曰
、
生
之
謂
性
」
も
一
種
の
現
成
論
だ
と
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
。
事
実
、
良
知
心
学
で
は
そ
の
よ
う
に
深
読
み
し
た

発
言
も
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
観
の
根
底
に
「
本
来
完
全
」
「
本
来
性
善
」
を
措
定
す
る
や
、
こ
の
原
理
を
直
裁
に
展
開
す
る

時
に
は
、
現
成
論
に
な
る
。
禅
心
学
に
せ
よ
儒
教
心
学
に
せ
よ
、
現
成
論
を
主
張
す
る
原
理
主
義
者
が
登
場
す
る
の
は
必
然
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
成
論
を
原
理
的
に
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
、
原
理
主
義
と
し
て
の
現
成
論
を
批
判
す
る

も
の
は
、
そ
れ
は
万
人
に
は
適
用
で
き
な
い
と
か
、
ま
た
実
践
論
と
し
て
の
有
効
性
に
疑
問
を
提
出
す
る
と
か
、
も
た
ら
す
で

あ
ろ
う
危
険
性
を
警
告
す
る
と
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
が
こ
う
む
っ
た
非
難
は
、
王
龍
渓
に
代
表
さ

れ
る
良
知
現
成
論
が
う
け
た
非
難
と
類
似
す
る
。
こ
の
良
知
心
学
を
受
用
し
て
「
気
は
理
を
生
じ
る
」
と
い
う
大
胆
な
発
言
を

し
た
の
は
、
備
中
高
梁
藩
の
山
田
方
谷
で
あ
っ
た
。
明
治
六
年
に
村
上
作
夫
な
ど
と
問
答
し
た
そ
の
内
容
が
『
師
門
間
弁
録
」

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
「
良
知
Ⅱ
心
」
を
「
気
」
と
捉
え
た
上
で
の
現
成
論
で
あ
る
。
本
来
主
義
の
原
理
主
義
の
一
展
開
で

あ
る
。
山
田
方
谷
の
「
気
の
哲
学
」
に
つ
い
て
も
、
明
治
初
期
の
思
想
界
に
複
雑
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
、
稿
を
改

め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

が
あ
る
と
「
不
生
の
仏
心
」
を
他
の
も
の
と
「
仕
替
え
し
て
」
（
取
り
替
え
て
）
「
不
生
の
気
」
の
本
来
性
が
失
わ
れ
て
「
不
生

の
仏
心
」
が
働
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

六
お
わ
り
に
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盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
を
読
み
解
く
機
会
を
与
え
ら
れ
た
お
陰
で
、
中
江
藤
樹
心
学
派
の
「
知
ら
ざ
る
方
の
良
知
」
論
の
櫛
造

を
読
み
解
く
糸
口
を
み
い
だ
し
た
こ
と
、
ま
た
山
田
方
谷
の
「
気
の
哲
学
」
が
良
知
現
成
論
の
一
展
開
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

で
き
た
こ
と
は
予
期
せ
ぬ
収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
契
機
を
与
え
て
頂
い
た
野
口
善
敬
氏
お
よ
び
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
化

セ
ン
タ
ー
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
考
察
の
不
充
分
さ
は
も
と
よ
り
、
残
さ
れ
た
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
今
後
と
も
牛
の
如
く
歩
み
徐
々
に
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

し
」
田
噂
う
廩
○

【
附
記
］
盤
珪
禅
師
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
参
考
に
し
た
文
献
は
前
欄
「
盤
珪
の
不
生
禅
と
王
陽
明
の
良
知
心
学
」
二
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀

要
」
第
四
号
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
）
に
明
記
し
て
お
い
た
が
、
本
稿
を
考
察
す
る
に
当
た
り
新
た
に
、
源
了
凹
著
「
江
戸
前
期
に
お
け
る
儒
教
と
仏
教

と
の
考
証
ｌ
藤
樹
と
盤
珪
の
場
合
を
中
心
に
ｌ
」
（
源
了
側
暢
曾
文
繍
「
Ⅱ
中
文
化
交
流
叢
諜
四
宗
教
」
所
皿
大
修
鱸
齊
店
］
九
九
六
年
）
を

参
考
に
し
た
。
ま
た
雲
川
弘
毅
の
「
心
学
辨
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
雲
川
弘
毅
著
「
心
学
辨
」
に
つ
い
て
」
（
｜
・
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
三
十
三
号
、
昭

和
五
十
六
年
二
月
）
が
あ
る
。
九
州
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
史
講
座
の
助
手
を
し
て
い
た
折
り
に
、
荒
木
兇
悟
先
生
に
ご
教
示
頂
い
て
、
複
製
を
許
し
て
頂

い
た
。
後
に
赴
任
し
た
東
北
大
学
教
鍵
部
に
在
職
中
に
、
読
み
解
く
作
業
を
し
た
そ
の
成
果
で
あ
る
。
わ
た
し
に
は
始
め
て
の
こ
と
で
途
方
に
惑
れ
る
こ
と

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
、
国
文
学
の
松
野
陽
一
先
生
に
教
え
て
頂
い
た
。
そ
の
時
「
読
み
や
す
い
郷
体
で
す
ね
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
今
で
も

覚
え
て
い
る
。
１
十
五
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
拙
稿
を
源
丁
凹
先
生
は
機
会
あ
る
毎
に
ご
利
用
さ
れ
た
。
未
紹
介
の
根
本
賓
料
を
翻
刻
す
る
こ
と
が
有

意
義
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
度
に
実
感
し
、
そ
れ
に
励
ま
さ
れ
て
今
な
お
翻
刻
作
業
が
わ
た
し
の
仕
事
の
｝
っ
に
な
っ
て
い
る
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
改
め
て
荒

木
見
悟
先
生
・
松
野
陽
一
先
生
・
源
了
剛
先
生
に
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

4５


